
九州のがんばる女性農業者（2022年度）

「小川未来」として商品を販売することが夢。
自分らしさを活かして農業を楽しんでいきます！

プロフィール
祖父母の農業を継ぐため、一家で大阪府から大村市
に移転。農業高校で加工製造の基礎を学び、その後農
業大学校へ進学。農業大学校では果樹の栽培技術を学
び、平成29年に就農。令和３年度九州・沖縄地区青年
農業者会議「意見発表」の部で最優秀賞を受賞。
現在は祖父母のもとに就農しているが、将来は自分
が経営主になる！という強い意志で日々奮闘中。

わがやの経営概要
祖父母と私と母の４人で営農しています。
イチジク：施設10a 路地10a
アスパラガス：8a
みかん：路地30a
その他野菜：ピーマン、なす、オクラ等
加工品：ジャム、漬け物

若手の女性農業者はめずらしい
ため、就農直後は「本当にでき
るのか」と心配されることが多
かったけど、5年たった今は応
援の声をたくさんいただくよう
になりました！収穫できたとき
の達成感、お客様からの声を力
に自分らしく楽しんで活動して
います。

イチジクの規格外
品をもっと活用し
たい。加工の勉強
のほか、販売のた
めの資格の取得、
popやラベルのデザ
インの勉強をした
いです。

現在大村市４H
クラブの会長を
務める小川さん。
いろいろなこと
に積極的にチャ
レンジする姿は
とても頼もしく
今後のご活躍も
楽しみです

農業の大先輩である祖母(右）と

★★今後の目標★★
将来は私の大好きなイチジクを主体と
した経営を行っていけるよう努力したい
と思っています。「小川未来」として自
分の名前で商品を販売することが夢です。
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